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大学に おけ る キ ャ リ ア 教育

―就職活動の実態から考える―

松井賢二・近藤フヂエ・山岸雅夫
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問題と目的

最近 の 大学生を取り巻く進路 や 就労 の 状況を み て

みると
, 第1 に

, 大学卒業後, 就職も進学もしな い

と い う者
,

す なわち ｢ 無業者｣ の 比率が2 0 . 0 % , と

い う実態が ある ( 文部科孝省 ･

平成1 6 年度学校基本

調 査速報) ｡ つ ま り , 大学卒業生 の 5 人 に 1 人 は

｢ 就職も進学もしな い｣ こ と が 明らか な者と い う こ

と で ある｡ こ の 比率は近年増加傾向に ある｡ 確か に

超氷河期と い われる新卒者の厳し い 就職状況を反映

して い る部分もあろう が
,

しか し
,

そ の 理 由だけ で

はな い と考えられる ｡

第 2 に
,

た と え 就職 した と し て も, 大学卒業生 の

うち
,

就職後 3 年以内に離職する者が36 . 5 % に達し

た と い う実態が あ る ( 厚生労働省 ,
2 0 0 4) ｡ こ れ は

平成1 2 年 3 月卒業生 の 結果 で あ る ｡ 平成 7 年 3 月卒

業生 に お い て 3 年以内の 離職率が 3 割を突破 して 以

来最も高 い 比率を記録した ｡ ちなみ に 平成1 2 年 3 月

の 高校卒業生と中学校卒業生 に つ い て そ の 離職率を

みて みると
, 前者 で は5 0 . 3 % , 後者で は73 . 0 % とな っ

て い る ｡ こ れ が い わゆ る ｢ 7 ･ 5 ･ 3 現象｣ と い う

状況 で あ る｡

こ の ような大学生 の 実態を改善す る た め に は
,

小

学校や中学校, 高等学校だけ で は なく , 大学 に お い

て も キ ャ リ ア 教育を実践 して い く こ とが 必 要 で ある

2 0 0 4 . l l . 3 0 受理

と考える ｡ しか しな が ら, わ が 国 に おけ る キ ャ リ ア

教育に関す る最近 の 研究として
, 仙崎武ら ( 1 9 9 8)

や 国立教育政策研究所 (2 0 0 2) ,
文 部科学省 (2 0 04)

な どが挙げられ る が
,

い ずれ の 研究も対象が 小学校

か ら高等学校段階ま で で あり
,

大学に おける キ ャ リ

ア 教育 に つ い て は 全く言及 し て い な い ｡

そ こ で
, 本稿 で は

, 大学生 の 就職活動 の 実態を把

握する こ と に よ っ て
, 大学に おける キ ャ リ ア 教育推

進 の ため の 留意点を明ら か に した い ｡

方 法

大学生 の 就職活動等の 実態を把握するため に
, 以

下 の ような調査を行 っ た｡

I . 調査対象 ･ 内容 ･ 方法 ･ 時期

調査対象者は
, 新潟大学教育人間科学部 ( または

大学院教育学研究科) を2 0 01 年度 ( 2 00 2 年 3 月) ,

または2 0 0 2 年度 ( 2 0 0 3 年 3 月) に 卒業 した学部生 ,

大学院生 , 別科生, ならび に
,

2 0 0 3 年度 (2 0 0 4 年 3

月) に卒業見込み の 学部 4 年生と別科生 で あ る ｡

調査 の 内容 は
,

主と し て 次 の 4 つ で あ る ｡ ①就職

活動 の 状況 ( 活動 の 量と開始時期) ,
(診就職活動 に

関わる大学 か ら の 援助 ( 現状
,

必要性
,

重要性) ,

(多大学生活 で 熱心 に取り組 ん だ事柄, (彰就職活動 に

力を注 い だ割合 ,
で ある ｡

調査方法 に つ い て は
,

まず
, 卒業生 に 対 して は

,

郵送に よる質問紙調査法で ある ｡ 次に
,

在校生 に対



2 3 4 新潟 大学教育人 間科学部紀要 第 7 巻 第2 号

して は
, 各指導教官を通 して 調査票を配布し

, 調査

を依頼 した ｡ そ し て
, 学生 は 記 入 後そ の 調査票を自

主的に直接所定 の 回収箱に投函する , と い う方法を

と っ た｡

調査の 時期は
,

2 0 0 3 年1 2 月下旬か ら2 0 04 年1 月下

旬ま で の 約 1 ケ 月間官 あ る ｡

2 . 調査票の回収状況と無効回答

上 記 の 方法 に より , 配 布 した調査票は全部 で

1
,
3 7 9 部

,
回収された調査票は全部で4 6 2 部 で あ っ た ｡

した が っ て
, 調査票の 回収率は

, 全体 で33 . 5 % で あ っ

た｡

本調査 で は
, 就職活動の状況等が ｢卒業年度に よ っ

て異なる か どうか｣ を明らか に する こ とも目的 の 1

つ で あ る た め
,
｢ 卒業年度｣ が 不 明 の 老 ( 1 1 名) を

無効回答と した ｡ した が っ て
, 最終的 に 分析 の 対象

とな っ た者 ( 有効回答者) は,
4 5 1名 で ある ｡

3 . 分析対象者 (有効回答者) の概要

卒業年度別 の 分析対象者は
, 表1 の とおり で ある ｡

卒業年度別 に み る と20 0 2 年度卒業生 が や や 少な い も

の の
,

ほ ぼ各年度同じく ら い の 割合 で ある ｡

次 に
, 分析対象者 の 属性をみ て みると , まず表 2

か ら , 出 身課程 に つ い て は
,
｢ 学 校教育課程｣ 7うミ

｢ 2 0 0 3 年度卒業生｣ に お い て は や や 少なく な っ て い

る が
, 全体 で は約半数を占め て い る こ と

,
そ して

,

表 3 フうゝら
,

性別 に み る と
, 約4 人 の うち 3 人 が 女性

で ある こ と が わ か る｡ ただ し
,
｢ 2 0 0 3 年度卒業 生｣

に お い て は
, 女性の占める比率がや や 高く な っ て い

る｡

表 1 卒業年度別分析対象者

度 数 %

1 . 2 0 0 1 年度卒業生 1 5 9 3 5 . 3

2 . 2 0 0 2 年度卒業生 1 3 5 2 9 . 9

3 . 2 0 0 3 年度卒業生 1 5 7 3 4 . 8

合 計 4 5 1 1 0 0 . 0

表 2 卒業年度と出身課程

出 身 課 程

合 計学校教育

課 程

学習社会

ネ ッ ト ワ

- ク 課程

生活環境

科学課程

健康 ス ポ

- ツ 科学

課 程

芸術環境

創造課程
そ の 他

2 00 1 年度卒業生
度数 8 2 2 4 17 1 2 4 1 0 1 5 8

% 5 1 . 9 1 5 . 2 1 0 . 8 0 . 6 1 5 . 2 6 . 3 1 0 0 . 0

2 00 2 年度卒業生
度数 6 8 1 8 l l 9 1 4 1 5 1 35

% 5 0 . 4 1 3 . 3 8 . 1 6 . 7 1 0 . 4 ll . 1 1 0 0 . 0

2 0 0 3 年度卒業生
度数 6 7 ll 1 4 1 9 1 8 2 7 1 5 6

% 4 2 . 9 7 . 1 9 . 0 . 1? . 2 l l . 5 1 7 . 3 1 0 0 . 0

合 計
度数 2 1 7 5 3 4 2 2 9 5 6 52 4 4 9

% 4 8 . 3 l l . 8 9 . 4 6 . 5 1 2 . 5 l l . 6 1 0 0 . 0

蓑 3 卒業年度と性別

男 性 女 性 合 計

2 0 0 1 年度卒業生
度数 3 7 1 1 8 1 5 5

% 2 3 . 9 7 6 . 1 1 0 0 . 0

2 0 02 年度卒業生
度数 3 8 9 4 1 3 2

% 2 8 . 8 7 1 . 2 1 0 0 . 0

2 00 3 年度卒業生
度数 3 0 1 2 2 1 5 2

% 1 9 . 7 8 0 . 3 1 0 0 . 0

合 計
度数 1 0 5 3 3 4 4 3 9

o

o 2 3 . 9 7 6 . 1 1 0 0 . 0
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結 果

1 . 就職活動の状況

(り 就職活動の具体的状況 (量的把捉)

2 3 5

就職活動の状況を具体的か つ 量的に把握するため
,

就職活動を振り返 っ て
, 以下 の1 1 項目 に つ い て

,
そ

れぞれ該当す る数字 ( 件数や 人数) を各自記 入 す る

と い う方法をと っ た ｡ なお ,
｢ 企業等｣ に は ｢ 官公

庁｣ も含め る 旨, 調査票 に 記 し て お い た ｡

表 4 大学時代の就職活動の状況

▲
＼

'

_ U S D 最 ′J ､ 値 最 大 値

1 大 学 の 就 職 部 や 事 務 に あ る

書渠頁 で 調 べ た 企 業 等 の 数

( 件 数)

2 0 0 1 年 度 卒 業 生 1 5 4 2 ー 8 4 7 . 6 4 0 5 0

2 0 0 2 年 度 卒 業 生 1 2 8 3 . 3 1 1 2 . 5 8 0 1 0 0

2 0 0 3 年 度 卒 業 生 1 4 3 0 . 8 5 3 . 6 6 0 3 0

合 言十 4 2 5 2 . 3 1 8 . 6 1 0 1 0 0

2 イ ン タ ー ネ ッ ト で 調 べ た 企

業 等 の 数 ( 件 数)

2 0 0 1 年 度 卒 業 生 1 5 1 1 7 . 3 3 3 8 . 6 1 0 3 0 0

2 0 0 2 年 度 卒 業 生 1 2 6 1 3 . 0 4 2 6 . 8 8 0 2 0 0

2 0 0 3 年 度 卒 業 生 1 4 5 2 2 . 9 0 5 8 . 9 0 0 4 5 0

合 計 4 2 2 1 7 . 9 6 4 4 . 1 4 0 4 5 0

3 葉 書 で ー資 料 を 請 求 し た 数

( 件 数)

2 0 0 1 年 度 卒 業 生 1 5 3 1 . 9 5 5 . 7 0 0 5 0

2 0 0 2 年 度 卒 業 生 1 2 9 1 _ 5 0 3 . 5 3 0 2 5

2 0 0 3 年 度 卒 業 生 1 4 8 0 . 5 4 1 . 5 8 0 1 0

合 言十 4 3 0 1 . 3 3 4 . 0 6 0 5 0

4 イ ン タ ー ネ ッ.
卜 で 資 料 を 請

求 し た 数 ( 件 数)

2 0 0 1 年 度 卒 業 生 1 5 5 4 . 3 3 1 0 . 8 4 0 5 0

2 0 0 2 年 度 卒 業 生 1 2 8 2 . 0 1 4 . 8 6 0 3 0

2 0 0 3 年 度 卒 業 生 1 4 7 4 . 0 0 9 . 7 4 0 5 0

合 計 4 3 0 3 . 5 3 9 . 0 8 0 5 0

5 企 業 等 で の 会 社 説 明 会 や ヰ乙

ミ ナ
-

な ど へ の 出 席 数

( 件 数)

2 0 0 1 年 度 卒 業 生 1 5 6 3 . 6 4 7 . 1 8 0 3 0

2 0 0 2 年 度 卒 業 生 1 2 9 2 . 8 6 5 ー 7 5 _ 0 4 0

2 0 0 3 年 度 卒 業 生 1 4 8 3 . 3 7 6 ー 7 8 0 4 0

合 計 4 3 3 3 . 3 2 6 . 6 4 0 4 0

6 企 業 等 の (⊃ B . (⊃ G へ 連 絡

し た 数 ( 件 数)

2 0 0 1 年 度 卒 業 生 1 5 6 0 . 1 9 0 . 9 2 0 1 0

2 0 0 2 年 度 卒 業 生 1 3 0 0 . 1 3 0 . 4 2 0 2

2 0 0 3 年 度 卒 業 生 1 4 7 0 . 1 5 0 . 5 5 0 4

合 計 4 3 3 0 _ 1 6 0 . 6 8 0 1 0

7 就 職 活 動 の た め に 会 つ た 0

B . O G の 人 数 ( 人)

2 0 0 1 年 度 卒 業 生 1 5 5 0 . 2 7 1 . 5 2 0. 1 5

2 0 0 2 年 度 卒 業 生 1 2 9 0 . 3 0 1 , 1 4 0 1 0

2 0 0 3 年 度 卒 業 生 1 4 7 0 . 4 4 1 . 9 0 0 2 0

合 計 4 3 1 0 ー 3 4 1 . 5 6 0 2 0

8 企 業 等 を 訪 問 し た 数

( 件 数)

2 0 0 1 年 度 卒 業 生 1 5 6 1 . 7 6 5 _ 0 7 0 3 0

2 0 0 2 年 度 卒 業 生 1 3 0 1 . 7 7 4 . 5 0 0 3 0

2 0 0 3 年 度 卒 業 生 1 4 6 0 . 9 4 2 . 6 2 0 1 6

合 計 4 3 2 1 . 4 8 4 . 2 1 0 3 0

9 就 職 試 験 を 受 け- た 企 業 等 の

敬 ( 件 数)

2 0 0 1 年 度 卒 業 生 1 5 6 3 , 9 2 7 . 0 2 0 5 0

2 0 0 2 年 度 卒 業 生 1 3 1 3 . 3 6 5 . 3 4 0 4 0

2 0 0 3 年 度 卒 業 生 1 5 2 3 . 4 6 5 . 5 8 0 3 0

合 計 4 3 9 3 . 5 9 6 ー 0 6 0 5 0

l o 内 ( 々 ) 定 を も ら つ た 企 業

等 の 数 ( 件 数)

2 0 0 1 年 度 卒 業 生 1 5 6 0 . 8 5 1 . 0 2 0 4

2 0 0 2 年 度 卒 業 生 1 3 2 0 . 8 6 1 . 0 9 0 5

2 0 0 3 年 度 卒 業 生 1 5 0 0 . 5 9 0 . 8 0 0 4

合 計 4 3 8 0 . 7 6 0 _ 9 8 0 5

1 1 断 ら れ た ( 不 合 格 の ) 企 業

等 の 数 ( 件 数)

2 0 0 1 年 度 卒 業 生 1 5 6 3 _ 1 9 6 . 9 1 0 5 0

2 0 0 2 年 度 卒 業 生 1 3 2 2 . 3 0 4 . 5 6 0 3 7

2 0 0 3 年ー度 卒 業 生 1 4 8 2 . 5 4 4 ー 2 8 0 2 0

合 言十 4 3 6 2 . 7 0 5 . 4 4 0 5 0
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こ こ で は, そ れぞれ卒業年度別 に 平均値等の 記述

統計量 を求め た結果を表4 に 示 し
,
特徴的な点に つ

い て簡潔 に記す｡

① 大学の 就職部や 事務に ある書類で調 べ た企業等

の 数

平均値 ( 〟) をみると
,
｢ 2 0 0 3 年度卒業生｣ で

極端に減少し
, 平均 一

人 1 件に 満たな い ｡

② イ ソ タ -

ネ ッ ト で 調 べ た企業等の 数

｢ 20 0 2 年度卒業生｣ よりも ｢2 0 0 3 年度卒業生｣

の 方が平均 で 約1 0 件も増加 し, 約2 3 件とな っ て い

る｡

③ 葉書 で 資料請求した数

｢2 0 0 3 年度卒業生｣ で は他年度に 比較して
, 平

均0 . 5 件と か なり減少して き て い る｡

④ イ ン タ ー ネ ッ ト で 資料請求した数

｢2 0 0 2 年度卒業生｣ で は平均約 2 件 で ある が
,

｢ 2 0 01 年度卒業生｣ と ｢ 2 0 0 3 年度卒業生｣ で は 平

均 4 件 で
,
｢ 2 0 0 2 年度卒業生｣ の 約 2 倍とな っ て

い る ｡

⑤ 企業等 で の 会社説明会や セ ミ ナ
ー

など へ の 出席

数

｢2 0 0 2 年度卒業生｣ で は平均 3 件を下 回 っ て い

る が
, 他の 年度 で は平均が 3 件強 で あ る ｡

⑥ 企業等 の O B ･ O G - 連絡した数

全体の 平均がわずか0 . 1 6 件と
, 非常 に少な い こ

とがわか る ｡

⑦ 就職活動 の た め に会 っ た O B ･ O G の 人数

全体平均が0 . 3 4 人 で あり
,

か なり少なくな っ て

い る｡

(む 企業等を訪問した数

｢ 2 0 01 年度卒業生｣ や ｢ 2 00 2 年度卒業生｣ で は

2 件弱で あるが
,
｢2 0 0 3 年度卒業生｣ で は 1 件弱

と
, 減少して い る ｡ こ れ は

, 調査時期が 卒業ま で

に 2 ヶ 月残 して い る こ とと関係 して い る の で はな

い か と考えられる ｡

⑨ 就職試験を受けた企業等 の 数

毎年約3 . 5 件程度と ほ ぼ同数で あ る ｡

⑲ 内 ( 々) 定をもら っ た企業等 の数

す べ て の 年度 で 1 件未満 で あ る ｡ 特に ｢ 2 0 0 3 年

度卒業生｣ に つ い て は
, 約0 . 6 件と少なく な っ て

い る が
,

こ れ も卒業ま で に 2 ケ 月残し て い る時期

で の 調査
,

と い う こ と が関係し て い る と思われ る ｡

⑪ 断られた ( 不 合格 の) 企業等 の 数

全体 で 平均 3 件弱と い う結果 で ある｡

(2) 就職活動の開始時期

就職活動 に関連する取り組み の開始時期を把握す

るため
, 以下 の1 1 項目そ れぞ れ に つ い て

,
｢ 何年生

の何月か ら開始した か｣ を尋ねた｡

こ こ で は, そ れぞれ卒業年月別 に
, 開始時期を求

め た結果を表 5 か ら表1 5 に 示 し
,

そ れぞれ特徴的な

点に つ い て簡潔に 記す｡

① 大学 の 就職部や事務に ある書類 で 企業を調 べ 始

めた時期

全体的に は 3 年生 の1 0 月か ら増え始め1 2 月 に 1

度目の ピ ー ク を迎 え
,

そ の後 4 年生 の 4 月 に 2 度

目 の ピ
ー ク を迎 えて い る｡ 卒業年度別 に 見ると,

｢2 0 0 3 年度卒業生｣ は他年度卒業生 よりも比較的

･
ス タ ー トが 早く な っ て い る こ と が わ か る ｡

② イ ン タ ー ネ ッ ト で 企業を調 べ 始 め た時期

こ こ で も全体と して は
,

3 年生 の 1 0 月 に はじめ

て1 0 % を超え て か ら
,

3 年生 の 2 月ま で ず っ と 1

割以上とな っ て い る ｡ 卒業年度別 に見る と
,

多少

の 違 い はある が
,
｢2 0 0 3 年度卒業生｣ に お い て は ,

ピ ー ク が 3 つ ある ｡ すなわ ち
,

3 年生 の1 0 月と 3

年生 の 1 月 ,
そ し て 4 年生 の 4 月 で あ る｡ 開始時

期の 早い学生と遅 い 学生 で は
, 約半年の差が ある ｡

③ 葉書 で 資料を請求し始めた時期

こ れは取り組ん だ学生 の数は少な い が
,

ピ
ー ク

は 3 年生 の1 2 月 か ら 2 月ま で の 3 ヶ 月間とな っ て

い る ｡

④ イ ソ タ - ネ ッ ト で 資料を請求し始 め た 時期

早 い 学生 は 3 年生 の1 0 月 か ら取り組ん で い る｡

ピ ー ク は 3 年生 の 1 月 で ある｡

⑤ 企業等で の 会社説 明会や セ ミ ナ ー

など へ 出席し

始 め た時期

全体として の ピ
ー ク は 3 年生 の 3 月 で あるが

,

3 年生 の 1 月 か ら 4 年生 の 4 月ま で の 4 ヶ 月 間は

ず っ と 1 割を超 え て い る｡ 卒業年度別に そ の ピ
ー

ク を比較す る と ,
｢ 2 0 01 年度卒業生｣ と ｢ 2 0 0 2 年

度卒業生｣ で は
,

ピ ー ク が 3 年生 の 3 月 で あ っ た

が
,
｢2 00 3 年度卒業生｣ で は 3 年生 の 2 月とな っ

て おり,
1 ケ 月早ま っ て い る ｡

⑥ 企業等 の O B ･ O G へ 連絡し始 め た時期

全体的 に取り組ん で い る学生 が極端に少ない が
,

ピ ー ク は 4 年生 の 4 月 で あ る ｡

⑦ 就職活動 の た め に O B ･ O G に 会 い 始 め た時期

こ れに つ い て も取り阻ん で い る学生が少な い ｡

全体 の ピ ー ク は 4 年生 の 4 月 で あるが
,

3 年生 の

1 2 月 に も や や多くな っ て い る｡
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⑧ 企業等を訪問 し始 め た時期

全体 の ピ ー ク は 4 年生 の 4 月 で ある が
,

3 ;
蔓

:

-
t

圭-
～

.

の 2 月か ら 1 割を超え
, 翌 3 月 に は ピ ー ク とJ三.

'

要

同じくら い 高い 比率 で ある｡ 卒業年度別 に ぁ ろと ,

｢2 00 1 年度卒業生｣ は
,

4 年生 の 4 月 が ビ ー フ て

あ っ た の が
,
｢2 0 0 3 年度卒業生｣ に お い て は . 少

し早ま り 3 年生 の 3 月 に ピ ー ク を迎 え て い る ｡ さ

ら に は 3 年生 の 2 月 に も 2 割 の 学生が 開始 して い

る ｡

(9 就職試験を受け始めた時期

全体的に見ると
,

ピ ー ク は 2 つ の時期に またが っ

て い る｡ 1 つ は 3 年生 の 3 月 , もう 1 つ は 4 年生

の 7 月 で ある｡ 前者は民間企業の 就職試験
,

後者

は教員採用等 の 公務員試験と思われる ｡

⑲ 内 ( 々) 定をもら い 始 め た 時期

全体 で は
,

4 年生 の 6 月 が ピ
ー

ク で あ る ｡ 4 年

生 の 7 月ま で に 半数以上 の 学生 が 内 ( 々) 定 をも

ら っ て い る ｡

㊤ 企 業等か ら断られ ( 不 合格に なり) 始め た時期

全体の ピ ー ク は 4 年生 の 4 月 で ある ｡ そ の 前の

3 年生 の 3 月 に も 1 割を超す学生 が 不 合格とな っ

て い る｡ なお,
4 年生 の 7 月 に も1 割を超 えて い

る｡ や はり
, 前者は民間企業 の 就職試験等の結果 ,

後者 は 公務員試験 の 結果 と 思われ る ｡

(3) 就職活動にお ける不安の程度

こ こ で は
, 次 の 5 項目に つ い て

, 就職活動中ど の

程度不安を感じた か を尋ねた ｡ そ の 項 目 と は
,
｢ ど

の ような職業 に 向 い て い る の か 分か らな い の で
, 不

安を感じた｣ (｢ 自己理解不 足｣) ,
｢ 職業選択 や就職

に 関す る 情報 が 足 りな い の で
,

不 安を 感 じ た｣

(｢ 職業情報不 足｣)
,
｢ 実際 に 働 い た 経験 が あま り な

い の で
, 働く こ と自体 に 不 安を感じた｣ (｢ 労働体

験 不 足｣) ,
｢ 就職や 職業選択 の こ と に つ い て

, 真剣

に 相談 で き る 人 や機会が な か っ た の で
, 不 安を感じ

た｣ (｢ 相談 の 機会 不 足｣) , お よ び ｢ ど の よう に し

て職業を決め ればよ い の か わ か らない の で
,

不 安だ っ

た｣ (｢ 職業決定方法 の 不 明確｣) で あ る ｡

まず各項目 に つ い て 卒業年度別 の ク ロ ス 表を作成

し
, x

2

検定を行 っ た結果
,

5 % の 有意水準 で 差 が

認 め られた の は
,
｢ 労 働体験 不 足｣ だけ で あ っ た

( 表1 6 参照) ｡ そ の 表を み ると
,
｢ と て も感じた｣ 比

率が
,
｢2 0 01 年度卒業生｣ で は1 0 . 7 % で あ っ た の が

,

｢ 2 0 0 2 年度卒業生｣ 2 3 . 7 % ,
｢ 2 0 0 3 年度卒業生｣ 2 2 , 4

% ,
と 倍増して い る ｡

つ まり
,

こ こ 2 年度間 で は 5

人 に 1 人以上が こ の種 の 不 安を強く感じ て い る と言

24 3

え る ｡

次 に
, 全体 の 回答 が

,
どの ような分布に な っ て い

る か をみるた め に
, 項目 ごと に 集計した結果を グ ラ

フ に まとめた ｡ そ れが図1 で ある｡ それをみると
,

と て も感じた｣ と ｢ や や 感じた｣ を合計した割合

が 比較的高 い の は,
つ まり

,
比較的不安 の 程度が高

い の は
,
｢ ど の ような職業 に 向 い て い る の か わ か ら

な い の で
,

不安を感じた｣ と ｢ 職業選択や 就職に関

す る情報が 足りな い の で
, 不 安を感じた｣ と い う項

目 で あ る ｡ つ まり ,
｢ 自己理解不 足｣ と ｢ 職業情報

不 足｣ と い う就職活動 の 基本に 関わる 不安が 高い こ

と が わ か る｡

2 . 就職活動に関わる大学か らの援助

こ こ で は
, 就職活動 に関わ っ て

,
｢ ど の 程度大学

か ら援助 を受け た か｣ ,
ま た就職活動 中

,
｢ 援助をど

の 程度 必 要だと感じた か｣ に つ い て 尋 ね た ｡ さらに ,

就職活動 に関わ る 大学 か ら の 援助 ( 1 1 項 目) に つ い

て
,

そ の重要なも の か ら順 に 3 項目記入 さ せ た｡

そ の 結果を図 2 - 図4 に 示す｡

(り 現 状

援助を受けた割合 ( ｢ 十分受けた｣ 割合と ｢ 少し

は 受 け た｣ 割合 の 合計) が 5 割 を 超す項 目 は
,

｢ 就

職活動 の 進め方に 関す る指導｣ ,
｢ 職業全般 に 関する

情報提供｣ ,
｢ 就職試験に 関す る指導や情報提供｣ の

3 項目 で
, す べ て 5 割強 で あ る ｡

一 方
,

そ の 援助を ｢ 全く受けな か っ た｣ 割合が高

い の は,
｢ 就職後 の 労働条件に 関する情報提供｣ や

｢ 大学 ( 指導教員) か ら の 推薦 ( 害) ｣ ,
｢ 職業適性

( 自分が ど の ような仕事に 向 い て い る か) に 関す る

検査 ･ 指導｣ で
,

い ずれも 7 割前後 で ある ｡

(2) 必 要 性

まず全体と し て
,
｢ 必 要だと感 じた 割合｣ (｢ か な

り必 要だと感じた｣ 割合と ｢少しは 必 要だと感じた｣

割合) を み ると
,

1 1 項 目 中10 項 目が 8 割を超 え て い

る ｡
つ まり

,
ほ とん ど の 学 生 は こ れら の 援助 に つ い

て 必 要性 を感じ て い る こ と に な る ｡ そ の 中 で も
,

｢ か なり必要だと感じた｣ 割合 が 高い の は
,
｢ 就職試

験に 関す る指導や情報提供｣ と ｢ 就職活動の進め方

に関する指導｣ ,
｢ 職場見学や職場実習 の 実施｣ で あ

り
,

い ずれも4 5 % を越え て い る ｡ また
,

こ れら の 割

合に ｢ 少しは必 要だと感じた｣ 割合をプ ラ ス すると

( つ まり
,
｢ 必要だと感じた｣ 割合をみ る と) ,

9 割

を超 え て い た の は 2 項 目 あ り
,
｢ 就職活動 の 進 め 方
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表1 6 就職活動における不安の程度

項目 : ｢ 実際に働 い た経験があまりな い の で ､ 働く こ と自体に 不安を感じ た｣

全く

感じな か つ た

あまり

感じなか つ た

どちらとも

い えな い
や や感じた とて も感じた 合 計

2 0 0 1 年度

卒 業 生

度数 3 9 4 6 1 8 39 1 7 1 5 9

% 2 4 . 5 2 8 . 9 l l . 3 24 . 5 1() . 7 1 0 0 . 0

2 0 0 2 年度

卒 業 生

度数 2 4 3 6 ■ 8 35 3 2 1 3 5

% 1 7 . 8 2 6 . 7 5 .9 25 . 9 2 3 . 7 1 0 0 . 0

2 0 0 3 年度

卒 業 生

度数 3 2 3 4 2 0 32 34 1 5 2

% 2 1 . 1 2 2 . 4 1 3 . 2 2 1 . 1 2 2 . 4 1 0 0 . 0

合 計
度数 9 5 1 16 4 6 1 0 6 8 3 4 4 6

形 2 1 . 3 2 6 . 0 1 0 . 3 23 . 8 1 8 . 6 1 0 0 . 0

( 荏) x
2

- 1 5 . 9 2
,

df - 8
, P

-
. 04 3 .

自己理解不足

( 〟 - 4 46 )

職業情報 不 足

( 〟 - 4 46)

労働体験不 足

( 〟 - 4 46)

相談の 榛会不 足

( 〟 - 4 4 6)

職業決定方法 の 不 明確

( 〟 - 4 4 6)

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0( % )

園 とて も感じた 四 や や感じた ロ どちらともい えない E] あまり感じなか っ た ∃ 全く感じなか っ た

図1 就職活動における不安

に 関する指導｣ と ｢ 就職試験に 関する指導や情報提

供｣ で あ る ｡

(3) 重 要 仕

まず ｢ 最も重要｣ な項目と して 選択され た結果に

つ い て み て みる｡ 割合が 1 割以上 のもの に つ い て高

い 順 に あげると
,
｢ 就職活動の進め方に関する指導｣ ,

｢ 就職試験 に 関する指導や情報提供｣ ,
｢ 職場見学や

職場実習 の 実施｣ ,
｢ 職業適性 ( 自分が ど の ような仕

事 に向 い て い る か) に関す る検査 ･ 指導｣ , お よび

｢ 就職全般 に関する相談 ( カ ウ ン セ リ ン グ) ｣ で あ

る ｡

2 番目,
3 番目 に 重要な項目と し て 選択された結

果 も
,

上述 の 結果と比較的類似し て い る が
,

1 つ だ

け注目した い の は,
3 番目 に選択した項目 の 中 で 1

割を超 え て い る項 目 に
,
｢ O B ･ O G に関す る情報提

供｣ が あ が っ て き て い る こ と で ある ｡
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3 . 就職活動 へ の取り組み姿勢

(り 就職活動 へ の傾注度

就職活動全 般を振り返 っ て
,
｢ 自分 の 持 て る 力

( 最大1 0 0 % とする) の 何 % の 力を就職活動に 注い

だ か｣ ( 以下 ｢ 傾注度｣ と い う) を尋ねた｡

① 全体 の 傾向
～

まず, 傾注度 の 全体平均は
,

6 3 . 3タ̀ で あり
,

中

央値は70 . 0 % で あ っ た｡

図 5 か らわ か る こ とは
,

1 0 0 % が最も多く 約16

% , 次 い で8 0 % 台と7 0 % 台 が そ れぞれ約1 5 % ず つ

で あ る ｡ なお , 傾注度が 0 % と い う学生 が約 4 %
′

も い る ｡

(む 男女間の 差

卒業年度 ごと に
,
傾注度に つ い て 男女差をみる

ために ,
t 検定を行 っ た ｡ そ の 結果は次の とおり

0 %

1 - 9 %

1 0 - 1 9 %

2 0 - 2 9 %

3 0 - 39 %

4 0 - 4 9 %

5 0 - 5 9 %

6 0 - 6 9 %

7 0 - 7 9 %

8 0 - 8 9 %

9 0 - 9 9 %

1 0 0 %

で ある｡

2 00 1 年度 : ～( 14 6) - 1 . 9 6 9
, ♪

-
. 0 51 .

2 00 2 年度 : ど( 1 2 4) - 2 . 2 7 2
, ♪

-
. 0 25 .

2 0 0 3 年度 : i ( 1 4 5) - 2 . 7 8 6
, P

-

. 0 06 .

ま た
, 卒業年度別 に男女

.

の 傾注度を表 に まと め た

の が
,

表2 5 で ある｡

以上 の 結果か ら
,

2 00 1 年度 の み 5 % 水準 で は有意

で は な か っ た が
,

2 0 0 2 年度と2 0 03 年度に つ い て は ,

5 % 水準で 男女 間 に有意差 が 認 め られ た ｡ つ まり,

表2 5 の 平均値 ( 〟) を比較する とわ か る よう に
,

｢ 20 0 2 年度卒業生｣ と ｢2 0 0 3 年度卒業生｣ の い ずれ

も就職活動 - の傾注度は, 男性よりも女性 の 方が有

意に 高い と い える ｡

2 0( % )

( 〟 - 4 3 3)

図 5 就職活動 へ の傾注度

表2 5 就職活動 へ の傾注度

男 性 女
~

性 全 体

N M ( S D ) N M ( S D ) 〟 M ( S D )

2 0 01 年度卒業生 3 4 5 7 . 7( 3 4 . 8) 1 1 4 6 9 . 5( 2 9 . 4) 1 4 8 6 6 . 8( 31 . 0)

2 0 0 2 年度卒業生 3 6 5 2 . 4( 3 2 . 2) 90 6 5 . 4( 2 7 . 5) 1 2 6 6 1 . 7( 2 9 . 4)

2 0 0 3 年度卒業生 3 0 4 8 . 0( 3 2 . 6) 1 1 7 6 4 . 7( 2 8 . 3) 1 4 7 6 1 . 3( 2 9 . 9)
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講義 ( 授業)

演習 ( ゼ ミ ナ
ー ル)

卒業研究

教育実習

イ ン タ ー

ン シ ッ プ

部活動 ･ サ ー ク ル

友人との つ きあ い

ア ル バ イ ト

レ ジ ャ
ー

趣味

習い 事

コ ン パ

恋愛

就職活動

そ の 他

8 0( % )

( 〟 - 4 4 9)

図 6 大学生活で熱心だ っ た こ と (複数回答)

(2) 大学生活で熱心 に取り組んだ事柄

図 6 に あ る よう に , 大学生活 で 熱心 に取り組 ん だ

こ と は
, 第 1 位が ｢ 友人と の つ きあ い｣ ,

第 2 位が

｢ 教 育実習｣ ,
第3 位は ｢ 卒業研究｣ で あり,

こ れ

らが5 0 % を超 え て い る｡ ちなみ に第4 位は ｢ ア ル バ

イ ト｣ で あ っ た｡

一

方 ,
｢ 就職活動｣ と回答 した者

は 2 割に も達せず,
こ れは ,

｢ レ ジ ャ ー｣ と ほ ぼ同

率 で あ る ｡

卒業年度別 に み た の が 表2 6 で ある が
,
｢ 2 0 0 3 年度

卒業生｣ は他 の 年度よりも
,
｢ 就職活動｣ と回答 し

た比率がや や 高くな っ て い る ｡

考 察

(り 就職活動の現状を踏まえたキ ャ リア教育プロ グ

ラ ム

就職に関わ る諸活動 の 開始時期を具体的 に 知 る た

め に
,

1 1 項目に わた っ て 尋 ね た ｡ そ の 結果 の うち
,

たとえば
,
｢ 企業等 で の 会社説明会や セ ミ ナ ー な ど

へ 出席し始 めた時期｣ の ピ
ー

ク を卒業年度別 に 比較

すると
,
｢ 2 0 01 年度卒業生｣ と ｢ 2 0 0 2 年度卒業生｣

で は
,

3 年生 の 3 月 で あ っ たが
,
｢2 0 0 3 年度卒業生｣

で は 3 年生 の 2 月 とな っ て おり
,

1 ケ 月早ま っ て い

る｡ また
,
｢ 企業等 を訪問 し始 め た 時期｣ を卒業年

度別 に み る と,
｢ 2 0 0 1 年度卒業生｣ で は 4 年生 の 4

月 が ピ ー ク で あ っ た の が
,
｢ 2 0 0 3 年度卒業生｣ に お

い て は
,

少 し早まり 3 年生 の 3 月 に ピ ー ク を迎 え て

い る｡ さら に は 3 年生 の 2 月 に も 2 割 の 学生 が 開始

して い る ｡

こ の よう に
, 就職活動 の 開始時期が 少しず つ 早ま っ

て い る こ とを考慮に 入 れた キ ャ リ ア 教育プ ロ グ ラ ム

の作成 が 必要 で あろう｡

(2) 就職活動に関わる援助の現状と必要性

｢就職活動に関わる援助｣ と して 設定した1 1 項目

に つ い て
,
｢ どの 程度大学か ら援助を 受けた か ｣

( 現状) , また ｢ 就職活動中 ,
そ の ような援助 を ど

の 程度必要だと感じた か｣ ( 必要性) に つ い て
, そ

れぞれ 3 段階 で 尋 ね た 結 果を前述 した ｡ 援助を受け

た 割合 (｢ 十分受けた｣ と ｢ 少 しは受け た｣ の 合計)

が 5 割を超す項目は
,
｢ 就職活動 の 進め 方 に 関す る

指導｣ ,
｢ 職業全般 に関する情報提供｣ ,

｢ 就職試験に

関する指導や情報提供｣ の 3 項目だけ で あ っ た ｡

一

方,
必要だと感じた割合 ( ｢ か なり必要だと感じた｣
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表2 6 大学生活で熱心だっ た こ と

(複数回答)

2 0 0 1 年度

卒 業 生

2 0 0 2 年度

卒 業 生

20 0 3 年度

卒 業 生
合 計

1 . 講義 ( 授業)
度数 7 1 5 6 71 1 9 8

% 4 4 . 9 41 . 5 4 5 . 5 4 4 . 1

2 . 演習 ( ゼ ミ ナ ｢
ル)

度数 3 9 4 2 3 7 1 1 8

% 2 4 . 7 31 . 1 2 3 . 7 2 6 . 3

3 . 卒業研究
度数 8 3 8 2 68 2 3 3

% 5 2 . 5 6 0 . 7 4 3 . 6 5 1 . 9

4 . 教育実習
度数 8 5 6 6 97 2 4 8

% 5 3 . 8 4 8 . 9 6 2 . 2 5 5 . 2

5 . イ ン タ ー ン シ ツ フ
度数 8 5 1 2 2 5

% 5 . 1 3 . 7 7 . 7 5 . 6

6 . 部活劫 . サ ー ク ル
度数 6 5 62 7 6 2 0 3

% 41 . 1 4 5 . 9 4 8 . 7 4 5 . 2

7 . 友人と の つ きあ い
度数 9 2 83 1 0 1 2 7 6

% 5 8 . 2 6 1 . 5 6 4 . 7 61 . 5

8 . ア ル バ イ 卜
度数 7 6 61 7 6 2 1 3

% 4 8 . 1 4 5 . 2 4 8 . 7 4 7 . 4

9 . レ ジ ャ
ー

度数 21 2 2 2 5 6 8

% 1 3 . 3 1 6 . 3 1 6 . 0 1 5 . 1

1 0 . 趣味
度数 4 6 4 1 4 5 1 3 2

% 29 . 1 3 0 . 4 2 8 . 8 2 9 . 4

l l . 習 い 事
度数 5 2 7 1 4

% 3 . 2 1 . 5 4 . 5 3 . 1

1 2 .
コ ン パ

度数 1 0 5 1 2 2 7

% 6 . 3 3 . 7 7 . 7 6 . 0

1 3 . 恋愛
度数 4 3 3 6 4 0 1 1 9

% 2 7 . 2 2 6 . 7 2 5 . 6 2 6 . 5

1 4 . 就職活動
度数 2 4 2 0 3 5 79

% 15 . 2 1 4 . 8 22 . 4 1 7 . 6

1 5 . そ の 他
度数 l l 7 1 4 32

% 7 . 0 5 . 2 9 . 0 7 . 1

回 答 者 数 1 5 8 人 1 3 5 人 1 5 6 人 44 9 人

と ｢ 少しは必要だ と感 じた｣ の 合計) は1 1 項 目中

｢ 大学 ( 指導教員) か ら の 推薦 ( 苦)｣ 以外 の 1 0 項

目 に お い て
, 8 割を超 え て い る｡ つ まり

,
ほ と ん ど

の 学生 は こ れ ら の 援助 に つ い て 必要性を感じて い る

こ と に な る ｡

こ の ｢ 現状｣ と ｢ 必要性｣ の ギ ャ ッ プ をどの よう

に 埋 め て い く か
,

つ まり就職活動を行う学生 の ニ ー

ズ に 大学 ･ 学部 が ど の ように 応え て い く の か が 今後

の 重要な課題 で あ る ｡ 引き続き
, 大学 ･

学部 は 学生

た ち の ニ ー ズ に 即応 した援助体制をど の よう に確立

し て い く の か に つ い て
,

さらなる検討を重ねる こ と

が 必 要 で あ ろ う｡
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(3) 就職活動における不安を解消する取り組み

就職活動 に おける 不安 の うち
,

卒業年度間 で 有意

差が認 め られ た の は,
｢ 労働体験 不 足｣ だけ で あ っ

た｡ つ まり
, 労働体験 不 足 か ら生 じる 不安を ｢ と て

も感じた｣ 比率が
,

2 0 01 年度よりも2 0 0 2 年度や2 0 0 3

年度 の 方が高く
,

倍増し て い た｡ そ の 比率は
,
最近

の 2 年度間 で は 5 人 に 1 人以上 が こ の 種 の 不 安を

｢ 強く｣ 感じて い ると言 える｡

｢ 労働体験 不 足｣ か ら生 じる 不安を解消す る ため

に は
,

やはり直接就労体験を重ねる こ と が 必要 で あ

ろう｡ 今や 大学 で も か なり取り 入 れ られ て きた ｢ イ

ソ タ ー ン シ ッ プ｣ をさら に 推進 し て い く こ と も 1 つ

の 方法 で あ る ｡ すなわち
,

あ る
一

部 の 限られた学生

だけ で はなく
,

で きるだけ多く の 学生 に イ ン タ ー

ン

シ ッ プの 機会を与える こ とが で きる支援体制づ くり

を して い く こ と が 必要で あろう｡

(4) 就職活動 へ の モ チ ベ
ー

シ ョ ンを高める手だて

就職活動 - の 取り組み姿勢に つ い て
, 傾注度と熱

心事の 2 つ に つ い て 分析 した ｡ そ の 結果,
(丑自分 の

持て る 力 の 約 6 割強程度 しか
,
就職活動 に力を注 い

で い な い こ と
, ②約4 人 に 1 人は

,
就職活動 に 対 し

て持て る力の半分も注い で い な い こ と , (釘毎年度,

男子学生 よ り も女子学生 の 方 が 就職活動 に 熱 心 で あ

る こ と , ④大学生括 で 熱心だ っ た こ とと し て
,
｢ 就

職活動｣ をあげた者が 2 割に も達せず
,

そ の 比率は

｢ レ ジ ャ
ー

｣ をあげた老とほ ぼ同率で あ る こ と, な

どが 判 明 した ｡

以 上 の こ と か ら
, 学生は就職活動 に 対 して

,
自分

の 持 っ て い る 力を十分に 出し切 っ て い ると は 言 えな

い ｡ したが っ て
,

キ ャ リ ア 教育 プ ロ グ ラ ム の 中で
,

学生 た ち の 就職活動 へ の モ チ ベ ー

シ ョ ン を高め る た

め の 方策を十分講じ て い く こ と が 必要 で あ る と考え

る ｡

( 注 1 ) 本研究 は
, 平成1 5 年度新潟大学学長裁量 経費

･

教育研究 改革改善 プ ロ ジ ェ ク トに よ る研 究 ｢ キ ャ

リ ア 意識 の 形成 な ら び に 就職支援 に関する 基礎

的 プ ロ ジ ェ ク ト｣ ( 研究代表者 : 教育人 間科学

部 ･ 近藤 フ ヂ ェ 教授) の
一

部 で ある ｡

( 注 2 ) 本 稿は
, 近藤 ら (20 0 4) の 第 6 章 ( 執筆担 当 :

松井賢 二) を 基 に
,

再 分析 し加 筆 した も の で あ

る ｡

2 5 1
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学学長裁量経費 ( 教育研究改革 ･ 改善プ ロ ジ ェ ク

ト) 報告書)

文部科学省 2 0 0 4 『キ ャ リ ア 教育 の 推進に関する

総合的調査研究協力者会議報告書』

文部科学省 2 0 0 4 平成1 6 年度学校基本調査速報

新潟大学就職部 20 0 0 大学生 の 進路意識と キ ャ リ

ア 成熟に 関する実態調査報告書

新潟大学就職部 2 00 1 大学生 の進路意識と キ ャ リ

ア 成熟に 関する実態調査報告書 (ⅠⅠ)

新潟大学就職部 2 0 02 . 大学生 の 進路意識と キ ャ リ

ア 成熟に 関す る実態調査報告書 (ⅠⅠⅠ)

仙崎武 ら 1 99 8 平成 8 ･ 9 年文部省委託調査研究

『職業教育及び進路指導に関する基礎的研究 ( 最

終報告) 』 職業教育 ･ 進路指導研究会 ( 代表 :

仙崎武) 発行

高橋桂子
,

松井賢二
,

佐山光子
,

坂野慎哉
,
牛山幸

彦 2 0 0 2 新潟大学卒業者 の 初職選択 ･ 職業キ ャ

リ ア 形成 に 関す る 基礎的研究 ( 平成1 3 年度新潟大

学 プ ロ ジ ェ ク ト推進経費 ･ 研究報告書)


